
1/30/2024
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全学級で行った。

３：８０％以上の学級で行った。

２：６０％以上の学級で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。
４：「適切な指導ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。
４：「適切な指導ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：月に2～3回行った。

３:月に１回以上行った

２：学期に１回以上行った。

１：実施しなかった。
４：PTA行事やサマーワーク、地域行事に全教員
が1度は参加した。
３：８０％以上の教員が参加した。

２：６０％以上の教員が参加した。

１：６０％未満であった。

４：令和６年度にコミュニティスクール化することになった。

３：令和６年度以降にコミュニティスクール化す
る見通しとなった。

２：年間３回の検討会を開いた。
１：コミュニティスクール化の見通しが立たな
かった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評

・創立１５０周年検討委員会で、
コミュニティスクール化する同意
は得ているが、令和５年度内の移
行は進められなかった。令和６年
度中の移行を課題とする。

・既存の学校に囚われない、革新的なコミュニティース
クールを創設してほしい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学

校

課

題

コミュニティス
クール化に向け
て取り組みま
す。

２０２８年、薫泉學校創立１５０周年
移行に向けて、地域立学校の意義を高
め、コミュニティスクールとして地域
の連携を深める。

3

Ｃ 0学校、保護者、地域、及び各種団体が
協力して、月１回の読み聞かせの実施
や授業ボランティアを活用した授業を
行う。

4

１：

Ｄ 0
PTAの新しい取組や学校支援地域本部
との連携に関して、教員が積極的に協
働することで、円滑な運営を推進す
る。

3

4

・ホームページはほぼ毎日更新し
た。また、担任は学びポケットで
頻繁に情報発信を行った。より多
くの教員がホームページ更新をす
ることが今後の課題である。

・地域教育連絡協議会では必ず資
料提示を行った。コロナ禍ででき
なかった授業参観等も再開でき
た。

・地域力を生かした取組として、
「読み聞かせ」「田んぼ活動」
「農園支援」「図書室環境整備」
「家庭科支援」「校外活動の安全
支援」「サマーワークショップ」
等を展開していただいた。今後何
年間も継続し続けられるようにす
ることが課題となる。

・教員によってはPTA行事、サ
マーワーク、地域行事に参加でき
ない家庭事情もあり、全教員参加
が難しい。８０％以上参加を高評
価したい。次年度は年間の参加計
画を立て、見通しをもって参加す

Ａ 8

・昨今のネット社会を鑑みて、学校の情報発信について
はHP以外のツールの開発を検討するのはいかがだろう
か。

・コロナ禍前の状態に、ほぼ戻ったことで外部との連携
が可能となるので、さまざまなアイデアを工夫してもら
いたい。

・関係機関と随時連携し、コミュニケーションの充実か
ら多くの成果を生みだしており、評価は適切であると考
えます。

・教員の方々が色々な行事に参加していただけるのは、
地域としてはありがたい事ですが、教員の方々も色々な
事情があると思いますので無理のない範囲で参加してい
ただきたいと思います。

地域教育連絡協議会において、児童・
生徒の変容等の具体的な資料を作成し
て、評価に必要な学校の情報を適切に
提供し、適正な評価を受けるよう努め
る。

4
３：
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学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報等
をホームページ等で公開及び更新する
ことにより、積極的に情報を発信す
る。

4

保護者アンケートで
「学校は積極的に情
報を発信している」
と答えた保護者が

４：８０％以上
３：７０％以上
２：６０％以上
１：６０％未満

４：

学校支援地域本部と連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活
動を実践する。

4
２：

Ｃ 0

校内委員会等を確実に実施し、学校に
おける特別支援教育を推進する。

4

１：

Ｄ 0
大田区教育委員会研究推進校、教科
「おおたの未来づくり」の研究開発を
通して、教員の指導力向上につなげ
る。

4

4

・保護者アンケートでは、おおむ
ね分かりやすい授業をしていると
いう回答をいただいていることを
教員は励みにし、さらなる授業改
善を心掛ける。

・主幹教諭、主任教諭が随時個別
に授業を観察し、指導助言を行っ
ていいる。

・各種研究発表会や指導教諭の模
範授業に教員を派遣し、自身の授
業改善に役立てている。次年度は
校内に情報共有する機会を増や
す。

・毎月、特別支援校内委員会を開
催し、個に応じた指導ができるよ
う検討している。次年度も継続す
る。

・教科「おおたの未来づくり」の
研究により、教員の外部折衝能力
やファシリテーション能力は向上
した。令和７年度の完全実施に向

Ａ 8

・授業公開を行うことで、閉鎖的にならず望ましい学習
環境を構築することができている。

・主幹や主任の指導的立場にある教員からの助言がうま
く機能し、アンケートの好評価につながっているものと
思われる。

・大田区教育委員会関連の研究開発が教員への良い刺激
となり、指導力向上の一助となっている。

・常に指導力向上のために、様々な取り組みを行ってお
り評価は適切であると考えます。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内
研修等を実施しOJTを充実させる。

4
３：
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児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授
業改善に生かす。

4

４：学校公開後や２
学期末の保護者アン
ケートの結果、子ど
もたちにとって分か
りやすい授業をして
いた。」と答えた保
護者が８０％以上。

３：学校公開後や２
学期末の保護者アン
ケートの結果「子ど
もたちにとって分か
りやすい授業をして
いた。」と答えた保
護者が７０％以上。

２：学校公開後や２
学期末の保護者アン
ケートの結果、「子
どもたちにとって分
かりやすい授業をし
ていた。」答えた保
護者が６０％以上。

１：学校公開後や２

４：

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：

Ｃ 0

クラス遊び（エンジョイタイム等）や
縄跳び、マラソンタイムに積極的に参
加させる。日常的に運動をする態度を
養う。

3

１：

Ｄ 0

4

・全校朝会や学校だより、保健だ
よりで「早寝・早起き・朝ごは
ん」の啓発をした。朝ごはんを食
べてくる児童の割合は高いと認識
している。

・給食指導や栄養士の給食説明文
などで、食に関する意欲を高めて
いる。全学級共通理解した給食時
ルールの徹底が課題となってい
る。

・毎月のエンジョイタイム、縄跳
び指導で運動習慣が身に付くよう
指導した。運動に苦手意識のある
児童が運動に親しめるようにする
こと課題である。

Ａ 8

・生活習慣の改善には家庭の協力が不可欠であり、意識
啓発が効果的に行えていることがうかがえる。

・運動嫌いな児童への対応は悩ましい課題であるが、幼
児期や児童期の体作りは、その後にも大きな影響を与え
るので、重要な位置付けとして、取り組んでもらいた
い。

・体力向上に向けて、楽しみながら子どもたちに参加さ
せており、評価は適切であると考えます。

・コロナが落ち着き、子ども達の体力面や健康面が危惧
されましたが、アンケートの結果を見て各ご家庭の健康
増進の意識の高さを感じました。

・もう少し運動習慣が身に付くと尚良いと思いました。

給食指導及び教科等における指導を通
して、食生活の充実・改善をねらいと
した「食育」を推進する。

4

３：
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進

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取
組等を通して、児童・生徒や保護者に
対し、望ましい生活習慣についての意
識啓発を行う。

4

４：児童アンケート
の結果、「休み時間
になわとびやマラソ
ンに取り組むなど自
ら体力向上に取り組
むことができた」と
回答している児童の
割合が

４：８０％以上。
３：７０％以上。
２：６０％以上
１：６０％未満

４：

体育的行事、部活動、休み時間など
様々な機会を通して運動習慣の確立を
推進する。

4

２：

２：

Ｃ 0

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施
する。

4
１：

Ｄ 0場に応じたあいさつを行う働き掛けを
行い、「相手の目を見て」、「相手に
聞こえる声で」、「相手の心に届け
る」を行動化させる。

4

4

・今年度の安方中学校区の小中一
貫教育テーマが「ICT活用授業」で
あったため、生活指導の検討が弱
まった。学校間連携は取れている
ため、３校共通指導項目の「あじ
み（挨拶・時間・身だしなみ）」
を再徹底することが課題となる。

・今年度は教科「おおたの未来づ
くり」の研究中心に研修を進めた
ため、道徳に関する研修は後手に
回った。次年度は道徳授業を要に
した児童指導ができるよう研修計
画を立てることが課題となる。

・学校生活調査やWEBQUの活用
や、スクールカウンセラーや養護
教員からの情報など、心配される
児童の状況をいち早くつかみ、い
じめ不登校対策委員会や校内特別
支援に委員会を中心に毎月対応策
を練った。次年度も同様に対応し
ていく。

・問題行動、不登校、虐待案件な
ど、外部関係機関と連携したケー
ス会議を例年以上に行った。その
ことにより、児童の家庭生活を支
援できる体制が作られた事案も複
数ある。今後も前向きな思考で外
部連携していくことが大事であ
る。

・朝の校門での挨拶率は、過去最

Ａ 8

・道徳教育の推進は、児童の規範意識を高めることにつ
ながり、成長過程の重要な時期であることを共通理解と
したい。私たち地域もいろいろな面で協力したい。

・どの評価項目も昨年度より上昇していることは大変好
ましい。

・学校の着実な取組により、成果が出ていることから、
評価は適切であると思います。

・挨拶率が９割超えはすごいと思います。

・６年生の自発的な行動を見て下級生にも良い影響がで
ていたのかと思いました。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための取
組を行う。

2
３：
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豊

か

な

心

の

育

成

子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生
活指導の充実により、社会のルールや
学校のきまりなどを守ろうとする意識
を高める。

3

４：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」と考えている児
童、また、登校時の
あいさつ調査による
「適切な挨拶をする
児童」が８０％以
上。

３：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」と考えている児
童、また、登校時の
あいさつ調査による
「適切な挨拶をする
児童」が７０％以
上。

２：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」、また、登校時
のあいさつ調査によ
る「適切な挨拶をす
る児童」が６０％以
上。

１：児童アンケート
の結果、「自分から
挨拶することができ
た」と考えている児
童、また、登校時の

４：

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられ
る児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、い
じめの未然防止、早期発見等のための
取組を実施する。

4

Ｃ 0

授業改善推進プランを、授業に生か
す。

3

１：

Ｄ 0
家庭学習や自主学習（自学ノート等）
と関連させながら課題を明確にした学
習を進める。

4

４：

4

・大田区学習効果測定のマイカル
テを使用し、１学期末に４年生以
上全学級で面談指導した。次年度
も同様に実施する。

・年度途中まで算数少人数担当教
員が欠員状態にあり、ステップ学
習の進行管理を行うことができな
かった。次年度は欠員解消される
ことから、確実に行うことが課題
となる。

・放課後補習として学習補助員に
よる算数学習を毎日行った。教員
との連携も円滑に行えていた。次
年度も同様に補習を行う。

・授業改善プランを効果的に授業
に生かすために、次年度は作成最
終段階で、学年会による細かい周
知を図り、授業力向上に本当に役
立つよう改善する。

・教科「おおたの未来づくり」と
も関連させ、児童は自学ノートや

Ａ 8

・到達度を児童・生徒や保護者に通知することは、IT機器
を上手に活用することで解決できないだろうか。

・授業改善には教材研究が不可欠であるが、教員の忙し
さがそれを阻害していることに目を向けることも必要で
ある。校務のスリム化が、引いては子ども達の学習環境
をより良くすることにつながるかもしれない。

・現状を明確に捉え、次年度の改善策も具体的に検討さ
れている事から、評価は適切であると思います。

３：

Ｂ 1

２：

4

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談
し、一人ひとりの学習のつまずきや学
習方法について、指導する。

4

４：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が８０％以上。
３：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が７０％以上。
２：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が６０％以上。
１：児童アンケートの結
果、「文章の読み書きや
計算など、学校で習った
ことがよく分かった」と
回答している児童の割合
が６０％未満。

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護者
に知らせる。

2

学習補助員等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

4

4

２：

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全
体計画を作成し、計画に基づいた体育
指導や「一校一取組」運動や「一学級
一実践」運動を実践する。

4
１：

Ｄ 0STEAM教育のまとめとして、ARTの面
から俳句指導を行い、言語能力の向上
に向けた実践をする。

8

・コミュニケーション能力の育成等の評価が昨年度より
も下がっていることは残念であるが、人や評価軸も違っ
てくるので、それ程気にかけるものではないと言える。
ただ、ＡＬＴの座席配置を変更（改善）したのにも関わ
らず評価が低いということは、他の要因も関係している
可能性があるので、検証は必要かもしれない。

・全体としては目標達成のために、さまざまな工夫や努
力、実践がなされていることは素晴らしい。

・研究発表会に向けた取組により、新しい能力を子ども
たちから引き出せたと考え、評価は適切であると思いま
す。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かし
た体験活動や理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ 1学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指
し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実施
する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進
を目指し、人権教育資料等を活用した
授業を実施する。

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、
外国の方々とのコミュニケーション能
力の育成等を図っている。

2

４:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が８
０％以上。

３:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が７
０％以上。

２:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が６
０％以上。

１:保護者アンケート
の結果「担任、専科
の先生は分かり易い
授業づくりをしてい
る」と回答している
保護者の割合が６
０％未満。

４：

4

・ALTとの打ち合わせの時間をと
ることが難しく、授業を行う上で
支障が出ていた。そこで教員室内
のALT座席を変更し、教員とすぐ
に話ができるように改善した。

・教科「おおたの未来づくり」の
研究発表会を11月２７日に行い、
区内各校への波及効果を出した。
次年度以降の教育課程特例校申請
を課題として準備している。

・教科「おおたの未来づくり」の
授業開発を通して、ICT機器活用は
一気に進んだ。次年度の新授業ア
プリへの素早い対応が課題とな
る。

・ふれあい月間（６・１１月）を
中心に、人権尊重の指導を行っ
た。他者を傷つけない穏やかな校
風となっている。「一人ももれな
く心の成長を図る」ことを今後の
課題とする。

・一校一取組として「なわとび運
動」に特化して体力向上を図っ
た。学級差が生じているため、全
校レベルでの意識統一が次年度の
課題となる。また、児童個人の課
題意識を高める取組を工夫するこ
とが必要である。

Ａ

令和５年度　大田区立矢口小学校　自己評価　報告書

（学校規模）児童数５２３名、１８学級、教員数２３名。
（本年度の校内研究）大田区教育委員会研究推進校として教科「おおたの未来づくり」創設に向けての研究を推進する。
（学校マネジメント強化事業指定校）副校長の業務負担減、教員の働き方改革に係わる学校改善の在り方をさらに深める。
（特色ある教育活動）・伝統の夏季サマーワークショップを充実させる。・月１回の縦割り班（なかよし班）活動。・月１回の学級あそび（エンジョイタイム）、縄跳び、マラソンタイムによる体力向上、運動経験の増加。・「総合的な学習の時間」や「理科」「生活
科」等で矢口自然農園を活用した体験的な活動の実施。・非日常的体験の表現活動の場として「矢口文化芸術劇場」を行う。・学校地域支援本部との連携を図り、学校支援ボランティアの活用を進める。・コミュニティスクール化に向けた取組を行う。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


